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目　次
中
央
義
士
会
の
百
六
年
の
歴
史
を
顧
み
て
、
そ
の

体
質
を
考
察
し
て
み
る
と
、
明
治
四
十
一
年
の
設
立

時
は
、
ま
だ
江
戸
の
名
残
も
あ
り
、
唯
々
義
士
崇
拝

で
集
ま
っ
た
こ
と
は
推
量
で
き
よ
う
。

第
一
回
の
集
会
は
、
福
岡
の
崇
福
寺
で
四
百
人
が

集
ま
り
、
終
わ
っ
た
の
が
夜
の
十
二
時
過
ぎ
と
い
う

か
ら
熱
気
を
感
ず
る
。

そ
の
後
、
戦
争
中
は
戦
い
を
鼓
舞
す
る
意
味
で

赤
穂
義
士
の
闘
争
心
を
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
知
っ
て

い
る
。
そ
の
時
は
、
や
む
を
得
ず
で
誰
が
止
め
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
戦
時
中
も
、
そ
の

思
想
は
ど
う
あ
れ
、
必
死
で
義
士
会
を
守
っ
て
き
た

方
々
に
は
敬
意
を
表
す
る
。

残
念
な
が
ら
私
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
中
央
義
士

会
の
存
在
を
知
り
、
五
十
年
代
の
頃
よ
り
集
会
に
出

席
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。

そ
の
頃
の
会
の
雰
囲
気
は
、
余
り
感
心
し
た
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、理
事
と
い
う
か
幹
部
た
ち
は
、

派
閥
を
作
り
、
お
互
い
足
の
引
っ
張
り
合
い
、
潰
し

合
い
の
繰
り
返
し
で
、
そ
れ
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い

有
様
で
あ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

悪
い
理
事
が
一
人
で
も
入
る
と
組
織
は
余
計
な

こ
と
に
気
を
取
ら
れ
、
本
来
の
研
究
な
ど
そ
っ
ち
の

け
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
生
涯
一

度
も
組
織
の
中
に
繰
り
込
ま
れ
た
事
が
な
い
だ
け

に
、嘘
や
作
り
事
で
人
を
潰
す
や
り
方
に
は
驚
い
た
。

平
成
十
二
年
、
私
が
会
を
引
き
継
い
で
か
ら
は
、

先
ず
最
初
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
政
治
・
宗
教
・
思

想
に
関
係
な
い
会
を
作
ろ
う
と
思
い
、
理
事
会
で
発

表
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

唯
、
会
員
が
個
人
個
人
が
、
ど
の
よ
う
な
政
治
運

動
を
し
よ
う
が
、
ど
ん
な
宗
教
を
し
よ
う
が
、
そ
れ

に
は
関
知
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
し
て
や
、
元
禄
事
件
の
研
究
で
あ
れ
ば
、
泉

岳
寺
や
関
係
す
る
多
く
の
寺
院
も
研
究
の
対
象
に
な

る
。
大
石
内
蔵
助
は
禅
宗
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
教
え

は
自
然
影
響
し
て
く
る
。

現
在
、
中
央
義
士
会
で
は
派
閥
を
禁
止
し
て
お

り
二
人
以
上
で
本
部
批
判
が
目
立
つ
と
、
役
員
は
降

り
て
も
ら
っ
て
い
る
。
普
段
は
百
％
話
し
は
聞
く
団

体
な
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
る
。
総
勢
二
百
名
以
上
に
も
な
れ
ば
、
内
部

規
定
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
文
科
省
か
ら
も
内
部

規
定
の
指
導
が
あ
り
、
早
速
作
り
始
め
る
と
、「
そ

ん
な
会
員
を
し
ば
る
も
の
は
い
ら
な
い
」と
わ
め
く
。

そ
ん
な
人
物
こ
そ
、
自
家
の
周
り
で
も
争
い
ご
と
を

起
こ
し
、役
員
会
に
は
出
席
な
し
で
あ
る
。
そ
の
上
、

研
究
も
し
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
い
つ
も
本
部
に
対

し
て
グ
ダ
グ
タ
い
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
早
速
退

会
扱
い
に
し
た
。

従
っ
て
、
現
在
は
殆
ど
不
純
物
は
取
り
除
い
た
つ

も
り
で
い
る
。

し
か
し
、
問
題
は
今
の
史
学
界
を
取
り
巻
く
日
本

人
の
目
で
あ
る
。
学
識
分
野
で
一
番
遅
れ
て
い
る
分

野
で
あ
る
。
教
壇
で
学
生
に
「
で
た
ら
め
」
を
教
え

て
も
、
大
学
で
は
そ
の
事
は
問
題
に
し
な
い
。

そ
の
上
、
そ
の
間
違
っ
た
内
容
を
出
版
物
に
す

る
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
、
出
版
社
も
気
づ
か
な
い
。

更
に
、
そ
の
問
題
を
試
験
問
題
に
出
題
す
る
。
こ
こ

で
や
っ
と
外
部
の
人
間
に
指
摘
さ
れ
、「
今
後
の
参

考
に
し
ま
す
」
で
幕
引
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
ス
ポ

ン
サ
ー
に
伝
え
る
と
「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
」

と
、
ピ
シ
ャ
ッ
と
戸
を
閉
め
ら
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
ま
で
来
て
も
、
何
の
責
任
問
題
に
も
な
ら
な

い
の
が
、
今
の
日
本
の
史
学
界
で
あ
る
。

歴
史
番
組
な
ど
拝
見
す
る
と
、
漫
才
師
と
見
間
違

う
ほ
ど
、
饒
舌
で
で
た
ら
め
な
こ
と
ば
か
り
捲
し
立

て
る
先
生
も
い
る
。

一
方
、
逆
説
の
日
本
史
な
ど
と
称
し
て
、
恰
も
史

実
が
如
き
出
版
物
を
発
刊
し
て
、世
人
を
惑
わ
せ
る
。

そ
の
内
容
は
曲
学
阿
世
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
社
会
問

題
に
な
ら
な
い
の
が
、
今
の
日
本
で
あ
る
。

「
元
禄
赤
穂
事
件
」
は
、
こ
の
「
魔
煙
」
に
巻
き

込
ま
れ
て
は
絶
対
に
な
ら
な
い
。
心
あ
る
者
は
義
士

会
に
集
ま
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
真
実
の
道
を
共

に
歩
も
う
で
は
な
い
か
。

中
央
義
士
会
の
目
指
す
も
の
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平
成
七
年
四
月
二
日
、
義
士
近
松
勘
六
の
家
僕
甚
三
郎
の
子
孫
近
松
重
義
氏
を

訪
ね
、
近
松
家
の
好
意
に
よ
り
、
同
家
に
三
百
年
間
非
公
開
の
「
甚
三
郎
文
書
」

の
調
査
を
許
さ
れ
た
。

　

近
松
家
に
は
、
二
十
七
通
の
元
禄
事
件
関
係
者
の
書
状
と
甚
三
郎
が
大
石
内
蔵

助
（
以
下
大
石
と
い
う
）
か
ら
拝
領
の
紙
子
羽
織
、
近
松
勘
六
の
財
布
、
帯
、
印
籠
、

潮
田
又
之
丞
の
認
印
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
書
状
、
関
係
遺
物
に
よ
り
一
冊
の
出
版
物
が
で
き
た
。

　

そ
れ
が
、
平
成
十
二
年
十
一
月
三
日
、（
株
）
三
五
館
出
版
の
「
大
石
内
蔵
助
最

期
の
密
使
」（
以
下
「
密
使
）
と
い
う
）
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
平
成
二
十
六
年
に
な
り
、「
易
水
連
袂
禄
」（
以
下
「
易
水
」

と
い
う
）
を
調
べ
直
し
て
い
る
内
、
内
匠
頭
墓
前
で
の
大
石
の
祭
文
読
み
上
げ
は
、

現
実
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
二
年
発
刊
の
拙
著
「
密
使
」
の
内
、「
義
士
墓
前
報
告
の
一
件
」

の
解
説
を
反
故
に
し
て
、
読
者
の
方
に
は
詫
び
て
、
改
め
て
考
察
を
し
直
す
こ
と

に
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
改
め
て
次
頁
に
「
甚
三
郎
文
書
」
の
内
「
義
士
墓
前
報
告
の
一
件
」

［
史
料
Ａ
］
と
、「
易
水
」
の
内
よ
り
「
泉
岳
寺
和
尚
口
上
書
之
事
」［
史
料
Ｂ
］
を

掲
示
し
て
、
次
期
六
月
号
会
報
で
調
査
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
「
祭
文
」
は
、
全
国
の
宝
物
館
及
び
個
人
住
宅
な
ど
で
飾
ら

れ
て
い
る
文
書
で
は
あ
る
が
、
真
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
し
て
、
書
き
出
し
か
ら
寺
坂
吉
右
衛
門
を
寺
岡
平
右
衛
門
な
ど
と
書
き
写
し

て
い
る
た
め
、
ど
の
研
究
者
も
「
祭
文
」
の
存
在
す
ら
み
と
め
る
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
吉
良
邸
よ
り
泉
岳
寺
へ
引
揚
げ
て
き
た
四
十
四
人
は
、
上
野
介

の
首
を
挙
げ
て
内
匠
頭
の
墓
前
に
捧
げ
る
こ
と
が
最
終
目
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。

　

義
士
達
た
ち
の
こ
の
二
年
間
の
苦
渋
の
末
、
墓
前
に
佇
み
一
言
も
な
い
と
は
思

わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
折
り
、「
易
水
」
の
作
者
で
あ
る
「
あ
る
旗
本
」
が
討
入
り
の
翌
日
に
泉

岳
寺
住
職
と
会
っ
て
取
材
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
易
水
」
の
内
容
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
写
し
た
と
さ
れ
る
「
甚

三
郎
文
書
」「
史
料
Ｂ
」
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
の
史
料
も
内
容
が

事
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

読
者
の
方
も
「
史
料
Ａ
」
と
「
史
料
Ｂ
」
を
比
定
さ
れ
る
と
解
る
よ
う
に
、双
方
共
、

同
義
語
が
多
数
見
つ
か
る
と
思
う
。

　

更
に
、「
史
料
Ａ
」
が
取
材
に
出
た
「
あ
る
旗
本
」
の
足
取
り
と
「
史
料
Ｂ
」
は
、

近
松
勘
六
が
速
記
し
た
も
の
と
す
る
と
、
両
者
の
接
点
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
。

そ
の
「
史
料
Ａ
」
と
「
史
料
Ｂ
」
が
や
や
同
文
な
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
「
祭
文
」
と
い
わ
れ
る
文
章
は
、
こ
の
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五

日
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
「
赤
穂
義
人
録
」「
泉
岳
寺
書
上
」「
義
士
実
録
」「
赤
城

義
臣
伝
」「
忠
誠
後
鑑
録
」「
赤
穂
鐘
秀
記
」
と
、
そ
れ
以
後
の
元
禄
事
件
関
係
の

あ
ら
ゆ
る
「
自
伝
」「
覚
書
」
に
引
き
継
が
れ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
全
て
の
根
源
は
「
易
水
（
史
料
Ａ
）」
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
、「
易
水
」

を
証
明
す
る
の
が
「
史
料
Ｂ
」
で
あ
る
。

　

次
期
六
月
号
に
は
、
更
に
、
解
明
さ
れ
た
文
章
を
載
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

読
者
の
方
も
、
何
か
気
が
つ
い
た
事
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
ご
連
絡
い
た
だ
き
た

い
。

「
大
石
は
内
匠
頭
墓
前
で
祭
文
を
読
ん
だ
」
か
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事
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第 66号 平成 26年 12月読 者（ 研 究 者 ） の 方 も 共 に 考 えて 下 さ い
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第 66号 平成 26年 12月泉 岳 寺 住 職 の 取 材 記 事

⑶

「
易

水
連

袂
禄

」
よ

り
泉

岳
寺

和
尚

口
上

書
之

事
[史

料
Ａ

]



「大石内蔵助の密使」より、義士墓前報告一件の訳文

第 66号 平成 26年 12月内 匠 頭 墓 前 で 写し 取 った と 思 わ れ る 覚 書

⑷

「甚三郎文書」の内、近松公勘六の書と思われる内蔵助書読仕物の真書の写し

[

史
料
Ｂ]



安
兵
衛
の
幼
年
時
代

中
山
安
兵
衛
武
庸
は
寛
文
十
年
五
月
（
一
六
七
〇
）
に

越
後
は
新
発
田
藩
家
中
屋
敷
の
外
ケ
輪
に
て
誕
生
し
た
。

前
名
は
応
庸
で
あ
る
。
父
は
彌
次
右
衛
門
、
中
山
家
の
二

代
目
を
襲
名
し
て
い
た
。
初
代
も
彌
次
衛
門
と
名
の
り
、

新
発
田
藩
六
万
石
・
溝
口
伯
耆
守
秀
勝
の
江
戸
詰
め
の
家

臣
で
禄
高
は
二
百
石
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
。
母
る
い
は
安

兵
衛
誕
生
の
折
に
死
別
す
る
。
以
来
安
兵
衛
は
祖
母
に
当

た
る
糸
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
。
秀
勝
の
室
に
当
た
る
曾

祖
母
は
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
死
去
す
る
。
安
兵

衛
が
三
歳
の
時
に
祖
母
も
死
去
す
る
。
そ
の
後
に
安
兵
衛

は
腹
違
い
の
姉
き
ん
（
寛
文
元
年
誕
生
）
た
ち
と
一
緒
に

父
の
元
で
暮
ら
す
。
そ
の
間
に
武
家
の
嫡
男
と
し
て
の
心

得
、
剣
術
の
手
解
き
、
学
問
や
手
習
い
な
ど
を
授
か
る
。

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
十
六
歳
に
な
る
姉
き
ん
は
新
発

田
藩
に
あ
る
牛
崎
村
の
長
井
彌
五
左
衛
門
（
当
時
三
五

歳
）
の
元
に
嫁
ぐ
。
安
兵
衛
が
六
歳
の
と
き
で
あ
る
。
以

来
十
三
歳
に
な
る
ま
で
安
兵
衛
は
父
の
手
一
つ
で
育
て
ら

れ
る
。

筆
者
の
直
系
の
先
祖
で
あ
る
前
彌
兵
衛
督
長
井
利
直

（
通
称
源
七
郎
）
の
長
女
が
丹
羽
長
秀
に
仕
え
た
溝
口
秀

勝
の
室
と
な
っ
た
。
長
秀
は
織
田
信
長
に
仕
え
た
後
、
豊

臣
秀
吉
の
家
臣
に
な
っ
た
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
で
あ

る
。
秀
勝
の
娘
で
あ
る
糸
が
丹
羽
秀
友
を
先
祖
に
持
ち
新

発
田
藩
の
重
臣
役
を
勤
め
た
溝
口
四
郎
兵
衛
へ
嫁
ぎ
五
女

る
い
が
誕
生
す
る
。
る
い
が
そ
の
後
に
中
山
彌
次
右
衛
門

と
婚
姻
を
結
び
安
兵
衛
応
庸
が
生
れ
る
。

安
兵
衛
の
少
年
時
代

江
戸
時
代
の
新
発
田
藩
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
東
軍
に

付
く
も
外
様
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
元
禄
に
な
る
と
各

藩
と
も
質
実
剛
健
や
節
約
を
旨
と
す
る
時
代
を
迎
え
て
い

た
。
新
発
田
藩
も
財
政
逼
迫
に
よ
る
粛
清
政
策
を
敷
か
ざ

る
を
え
な
い
境
遇
に
あ
っ
た
。

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
安
兵
衛
の
父
は
新
発
田
城
本

丸
巽
櫓
の
焼
失
の
咎
を
問
わ
れ
禄
を
没
収
さ
れ
た
。
失
意

の
余
り
病
に
臥
し
て
死
去
、
そ
の
後
に
菩
提
寺
の
長
徳
寺

に
葬
ら
れ
る
。病
死
の
原
因
の
詳
細
は
不
明
と
も
さ
れ
る
。

彌
次
衛
門
の
剛
直
な
気
質
に
よ
る
確
執
が
不
運
へ
と
導
い

た
と
も
云
わ
れ
る
。
安
兵
衛
の
父
が
充
分
な
取
り
調
べ
も

受
け
な
い
ま
ま
に
非
業
の
死
を
遂
げ
て
以
来
、
中
山
家
は

新
発
田
城
下
よ
り
遠
ざ
け
ら
れ
る
。

十
三
歳
に
な
る
も
、
武
士
の
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
士
官

す
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
安
兵
衛
は
両
親
を
失
い
頼
る
人
と

て
い
な
か
っ
た
の
で
祖
父
方
の
溝
口
四
郎
兵
衛
の
元
に
預

け
ら
れ
る
。
祖
父
は
三
年
前
に
隠
居
し
、
家
は
い
と
こ
の

三
郎
兵
衛
が
継
い
で
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
夜
、
祖
父
四
郎

兵
衛
は
自
ら
の
愛
刀
を
安
兵
衛
に
形
見
と
し
て
授
け
る
。

刀
剣
の
銘
は
越
前
住
相
模
守
藤
原
国
綱
、
安
兵
衛
が
江
戸

へ
上
る
ま
で
常
用
し
て
い
た
長
刀
で
あ
る
。
貞
亨
二
年

（
一
六
八
五
）
に
祖
父
四
郎
兵
衛
が
死
去
す
る
。
そ
の
後

居
辛
く
な
っ
た
安
兵
衛
は
新
発
田
城
下
の
四
郎
兵
衛
宅
を

後
に
し
、
実
の
姉
き
ん
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
新
発
田
藩
の
長

井
彌
五
左
衛
門
の
館
に
向
か
う
。
長
井
家
の
口
伝
に
よ
る

と
「
安
兵
衛
は
長
井
家
に
よ
っ
て
匿
わ
れ
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

長
井
家
に
つ
い
て

長
井
利
直
の
長
男
清
左
衛
門
は
客
分
と
し
て
五
千
石
を

賜
わ
り
新
発
田
城
の
縄
張
り
を
す
る
。
次
女
は
山
内
一
豊

の
弟
の
康
豊
に
嫁
ぎ
代
々
続
く
山
内
家
の
礎
を
築
く
。
三

男
が
長
井
三
郎
左
衛
門
家
を
興
し
、
佐
藤
條
右
衛
門
の
姉

が
嫁
ぐ
。安
兵
衛
は
初
代
城
主
秀
勝
の
曾
孫
に
相
当
す
る
。

利
直
の
父
は
藤
左
衛
門
尉
景
弘
、
祖
父
は
籐
左
衛
門
尉
長

弘
、
曾
祖
父
は
七
郎
左
衛
門
尉
秀
弘
で
あ
る
。

長
井
家
の
口
伝
に
よ
る
と
斎
藤
道
三
は
娘
婿
の
織
田
信

長
に
「
長
井
家
は
名
家
故
討
つ
な
」
と
命
じ
た
と
云
う
。

戦
国
時
代
（
一
四
六
七
―
一
五
六
六
）
の
長
井
家
の
先
祖

に
関
す
る
記
述
が
『
戦
国
時
代
論
』『
岐
阜
市
史
』（
勝
俣

鎮
夫
著
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
要
約
し
て
以
下
に
記
す
。

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
長
井
七
郎
左
衛
門
尉
秀
弘

が
「
善
恵
寺
細
目
郷
納
帳
写
」
に
署
名
。
秀
弘
明
応
四

年
（
一
四
九
五
）
勃
発
し
た
船
田
の
合
戦
に
て
五
月
九

日
自
害
。

永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
長
井
越
中
守
秀
弘
の
子
の

籐
左
衛
門
尉
（
の
ち
越
中
守
）
長　

弘
が
登
場
。「
こ

の
長
井
氏
は
鎌
倉
時
代
の
茜
部
荘
の
地
頭
で
あ
っ
た
長

井
氏
の
末
裔
で　

あ
ろ
う
」
と
勝
俣
鎮
夫
氏
は
記
す
。

大
永
五
年
（
一
五
二
五
）「
濃
州
も
錯
乱
し
・
・
長

井
一
類
が
占
拠
し
た
」（
上
杉
家
文
書
）。「
長
井
一
類

と
は
長
井
藤
左
衛
門
尉
長
弘
と
長
井
新
左
衛
門
尉
で
あ

る
」
と
記
す
。

天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
長
井
籐
左
衛
門
尉
長
弘

六
八
歳
に
て
病
死
。
天
文
二
年
十
一
月
二
六
日
長
井
籐

左
衛
門
尉
景
弘
が
長
滝
寺
の
寺
法
「
長
井
景
弘
・
同
規

秀
蓮
著
」
に
長
井
新
九
郎
規
秀
（
後
の
斎
藤
道
三
）
と

連
署
。「
長
井
惣
領
家
は
長
弘
の
あ
と
籐
左
衛
門
尉
景

弘
が
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
」
と
記
す
。

中
山
安
兵
衛
武
庸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
孫
　
長
井
寛
三
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天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
長
井
家
惣
領
を
継
い
だ
籐

左
衛
門
尉
景
弘
は
地
位
を
追
わ
れ
る
。

天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
長
良
川
の
大
氾
濫
、
家
屋

の
流
失
一
万
軒
。
美
濃
の
国
内
再
び
兵
火
に
包
ま
れ
瑞

龍
寺
焼
失
、
文
人
等
は
争
乱
を
避
け
他
国
へ
移
動
す
る

と
記
す
。

景
弘
は
美
濃
の
国
を
出
国
し
朝
倉
家
を
頼
っ
て
大
聖

寺
へ
向
か
う
。

そ
の
後
長
井
景
弘
の
嫡
男
長
井
前
彌
兵
衛
督
利
直
が
家

督
を
継
ぐ
。
利
直
は「
越
後
は
い
い
処
故
お
い
で
下
さ
い
」

（
長
井
家
の
口
伝
）
の
娘
の
誘
い
も
果
た
せ
ぬ
ま
ま
に
大

聖
寺
に
て
死
去
す
る
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
利
直

の
嫡
男
前
左
衛
門
督
長
井
清
左
衛
門
が
大
聖
寺
か
ら
新
天

地
を
求
め
て
越
後
の
新
発
田
に
移
り
住
む
。
清
左
衛
門
は

父
で
あ
る
前
彌
兵
衛
督
利
直
（
通
称
源
七
郎
）
を
高
祖
と

し
越
後
長
井
家
の
再
興
を
図
る
。
新
発
田
の
城
下
に
館
を

構
え
た
清
左
衛
門
は
自
宅
屋
敷
内
に
あ
る
掛
蔵
稲
荷
神
社

に
て
祀
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

長
井
家
の
先
祖
に
当
た
る
鎌
倉
幕
府
創
設
期
の
重
臣
大

江
廣
元
に
は
四
人
の
男
子
が
い
た
。
承
久
の
乱
で
二
男
で

あ
る
長
井
時
廣
が
大
江
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
以
来
江
家
の

嫡
流
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
幕
府
の
要
職
を
司
る
。
一
方

朝
廷
方
に
つ
い
て
敗
れ
た
長
男
の
大
江
親
廣
は
山
形
県
の

寒
河
江
へ
逃
れ
る
。
長
井
時
廣
は
山
形
県
の
長
井
市
の
領

地
が
与
え
ら
れ
現
在
に
至
る
。
因
み
に
当
時
の
時
廣
は
従

五
位
・
左
兵
衛
尉
・
左
衛
門
尉
・
関
東
評
定
衆
な
ど
の
要

職
を
歴
任
し
た
。
そ
の
後
の
建
武
の
中
興
を
経
て
長
井
家

は
足
利
幕
府
の
要
職
を
引
き
継
い
で
ゆ
く
（『
国
史
大
系
』

（
吉
川
弘
文
館
））。
大
江
廣
元
を
先
祖
と
す
る
大
江
家
、

長
井
家
、
那
浪
家
、
毛
利
家
一
族
は
一
品
の
家
紋
を
今
に

共
有
す
る
。

鎌
倉
幕
府
の
公
用
記
録
書
と
し
て
知
ら
れ
る『
吾
妻
鏡
』

は
大
江
廣
元
が
編
纂
し
た
と
云
わ
れ
る
。
承
久
の
乱
後
は

長
井
時
廣
の
嫡
男
の
泰
秀
、
時
秀
、
宗
秀
、
貞
秀
な
ど
が

歴
史
書
に
登
場
、
宗
秀
も
編
纂
に
携
わ
る
と
『
吾
妻
鏡
』

は
記
す
。
安
兵
衛
は
彌
五
左
衛
門
よ
り
『
吾
妻
鏡
』
の
あ

ら
ま
し
や
『
論
語
』『
武
士
道
』『
孫
子
の
兵
法
』『
陶
淵
明
』

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
書
籍
の
教
え
を
受
け
た
。

長
井
家
と
安
兵
衛

安
兵
衛
は
姉
き
ん
の
住
む
新
発
田
藩
の
領
地
の
外
れ
に

居
を
構
え
る
長
井
家
の
あ
る
牛
崎
村
に
着
く
。
長
井
家
は

初
代
城
主
溝
口
秀
勝
の
室
の
実
家
で
も
あ
る
。
新
発
田
城

下
か
ら
数
里
の
距
離
の
あ
る
牛
崎
村
は
日
本
有
数
の
穀
倉

地
帯
で
あ
り
蒲
原
平
野
の
風
景
も
ま
た
雄
大
な
土
地
で
あ

っ
た
。

越
後
長
井
家
は
彌
五
右
衛
門
の
代
よ
り
新
発
田
か
ら
牛

崎
村
に
移
っ
た
。
当
時
は
そ
の
嫡
男
の
彌
五
左
衛
門
と
安

兵
衛
の
姉
き
ん
夫
妻
が
暮
ら
し
て
い
た
。
前
左
衛
門
尉
の

職
位
を
持
つ
武
家
の
家
で
あ
っ
た
。
美
濃
の
国
を
出
た
長

井
利
直
は
大
聖
寺
に
、
嫡
男
の
清
左
衛
門
は
客
分
の
身
分

で
大
聖
寺
か
ら
新
発
田
城
下
に
移
り
、
清
左
衛
門
の
嫡
男

の
彌
五
郎
は
水
原
に
そ
れ
ぞ
れ
の
館
を
構
え
る
家
系
で
あ

っ
た
。
諸
般
の
事
情
も
折
り
重
な
り
越
後
に
移
っ
て
以
来

の
四
代
目
に
当
た
る
彌
五
右
衛
門
の
代
よ
り
新
発
田
城
下

の
遥
か
遠
方
の
牛
崎
村
に
屋
敷
を
移
し
た
。
広
大
な
敷
地

に
は
老
木
や
数
人
が
手
を
廻
し
て
も
廻
し
き
れ
な
い
ほ
ど

の
欅
の
大
木
が
生
い
茂
り
、
屋
敷
の
周
り
に
は
堀
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
辺
り
は
静
ま
り
か
え
り
、
巣
く
う
鷹

が
空
を
舞
い
、
夕
方
に
た
る
と
梟
が
啼
い
た
。

五
代
当
主
彌
五
左
衛
門
は
温
厚
な
人
柄
で
学
問
へ
の
造

詣
も
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。
彌
五
左
衛
門
と
姉
き
ん
は
少

年
安
兵
衛
を
自
身
の
嫡
男
の
兄
弟
同
然
の
よ
う
に
迎
え

た
。
当
主
よ
り
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
日
夜
一
心
に

勉
学
に
励
ん
だ
。
剣
術
の
鍛
錬
に
も
励
ん
だ
。
と
き
に
は

大
庄
屋
を
構
え
る
親
戚
長
井
三
郎
左
衛
門
の
道
場
へ
通
い

剣
の
腕
を
磨
い
た
。

安
兵
衛
は
少
年
時
代
よ
り
見
事
な
筆
跡
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
学
問
の
傍
ら
長
井
家
の
暮
し
む
き
に
関
す
る
日
常

の
出
来
事
を
克
明
に
書
き
記
す
こ
と
を
日
課
と
し
た
。
そ

の
書
物
は
出
火
や
不
注
意
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
う
。
少

年
時
代
の
安
兵
衛
に
と
っ
て
近
く
の
信
濃
川
近
辺
が
主
な

遊
び
場
で
あ
っ
た
。　

長
井
家
に
暮
ら
し
て
四
年
が
経
過
、
安
兵
衛
は
十
八
歳

に
な
る
。
白
根
町
の
立
役
者
袖
山
半
兵
衛
や
小
須
戸
村
の

佐
藤
條
右
衛
門
た
ち
と
も
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し

て
旧
主
へ
の
帰
参
も
叶
わ
ぬ
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
安
兵
衛

は
次
第
に
長
井
家
を
離
れ
る
決
意
を
固
め
る
。
そ
の
折
、

室
町
時
代
よ
り
家
宝
と
し
て
長
井
家
に
伝
わ
る
名
刀
の
康

光
を
彌
五
左
衛
門
・
き
ん
夫
妻
よ
り
譲
り
受
け
る
。
ま
た

夫
妻
は
路
銀
の
五
両
を
懐
に
忍
ば
せ
、
若
い
安
兵
衛
の
門

出
を
祝
し
た
。
安
兵
衛
は
牛
崎
村
を
出
て
か
ら
三
条
、
長

岡
城
下
、
十
日
町
を
経
由
し
三
国
峠
越
え
を
し
た
。
そ
の

後
中
山
道
を
通
っ
て
江
戸
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

三
百
年
余
の
間
、
安
兵
衛
が
常
用
し
た
長
刀
、
祖
父
堀

部
彌
兵
衛
命
名
の
安
兵
衛
の
嫡
男
「
安
之
助
」
の
誕
生
を

知
ら
せ
る
数
通
の
手
紙
、
ま
た
安
兵
衛
が
彌
五
左
衛
門
に

送
っ
た
可
笑
（
大
石
内
蔵
助
の
雅
号
）
に
よ
る
蘭
の
画
に

正
福
寺
の
和
尚
良
雪
が
賛
を
し
た
「
為
香
葉
撰
」
の
一
幅

な
ど
が
長
井
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
の
長
井
家

江
戸
末
期
に
は
、
長
井
家
当
主
は
代
々
彌
五
左
兵
衛
の

名
を
踏
襲
し
て
い
た
。当
時
の
長
井
家
で
は
越
後
私
塾「
尊

孝
館
」
の
額
を
掲
げ
て
塾
生
に
学
問
の
道
を
教
授
し
て
い
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た
。『

江
戸
繁
盛
記
』（
一
八
三
一
）
を
書
き
幕
府
よ
り
江

戸
払
に
処
せ
ら
れ
た
寺
門
静
軒
は
長
い
こ
と
当
尊
孝
館

に
逗
留
し
た
。
尊
孝
館
に
は
膨
大
な
数
の
蔵
書
が
あ
り

学
問
を
す
る
に
事
欠
く
こ
と
が
な
か
っ
た
。
静
軒
は
読

書
を
専
ら
に
す
る
暮
し
を
送
り
、『
新
潟
繁
盛
記
』
の
構

想
も
練
っ
た
。
ま
た
当
主
「
彌
五
左
衛
門
」
の
名
を
そ

の
ま
ま
自
ら
の
通
称
名
に
し
た
。
夏
の
盛
り
当
家
の
庭

に
坐
し
自
ら
筆
到
流
麗
な
漢
詩
を
認
め
た
。
ま
た
江
戸

の
絵
師
谷
文
晃
に
依
頼
し
た
神
農
の
絵
に
も
静
軒
が
賛

を
し
て
い
る
。
静
軒
と
交
流
の
深
か
っ
た
吉
田
松
陰
の

筆
に
よ
る
画
や
谷
文
晁
に
絵
の
手
解
き
受
け
た
渡
辺
崋

山
の
花
の
絵
に
儒
学
者
藤
田
東
湖
が
賛
を
し
た
一
幅
な

ど
も
当
家
に
残
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
塾
生
が
受

講
の
お
礼
に
画
き
残
し
て
い
っ
た
色
紙
や
膨
大
な
書
籍

の
目
録
だ
け
が
当
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
の
長
井
家
は
医
者
の
恭
安
、
そ
の
嫡
男
で

医
者
の
松
堂
が
代
を
引
き
継
ぎ
明
治
時
代
を
迎
え
る
。

明
治
八
年
一
念
発
起
し
た
松
堂
は
戸
頭
村
に
あ
っ
た
菩

提
寺
の
長
願
寺
よ
り
一
族
の
墓
石
一
切
を
自
宅
の
屋
敷

内
に
移
転
さ
せ
た
。
そ
の
際
松
堂
は
墓
碑
に
安
兵
衛
の

愛
刀
や
遺
品
を
埋
葬
す
る
と
記
す
。
明
治
新
政
府
か
ら

の
爵
位
授
与
の
申
し
出
を
松
堂
の
嫡
男
彌
五
一
郎
が
鄭

重
に
辞
退
す
る
。
当
時
の
長
井
家
は
信
濃
川
水
害
に
備

え
私
財
を
擲
っ
て
ま
で
高
い
堤
防
を
築
い
た
。
今
は
牛

崎
村
に
二
百
坪
の
墓
地
の
み
が
残
る
だ
け
で
あ
る
。

太刀銘―康光　堀部安兵衛所用太刀　銀象嵌銘―堀部武庸秘

室町時代―15c 刃長 76.6  東京国立博物館蔵

安兵衛が江戸に立つまで愛用していた長刀　国綱

長井安が新発田市に寄贈

第 66号 平成 26年 12月中 央 義 士 会 は 職 業 で 差 別し ま せ ん
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本所吉良邸測量図 
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日
（
水
）、
富
士
市
の
文
化

会
館
（
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
）
に
て
中
島
理
事
長
に
よ
る
講
演

会
・「
真
実
の
忠
臣
蔵
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
遠

藤
信
夫
理
事
の
ご
尽
力
で
富
士
市
に
中
央
義
士
会
静
岡
支

部
が
発
足
し
、
今
回
は
富
士
市
の
歴
史
愛
好
家
を
お
誘
い

し
て
の
講
演
で
し
た
。
平
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

四
十
三
名
の
愛
好
家
が
集
ま
り
、中
島
理
事
長
が
語
る
「
真

実
の
忠
臣
蔵
」
の
実
話
に
堪
能
し
ま
し
た
。

中
央
義
士
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
お
な
じ
み
の
内
容
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
富
士
市
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
大
変

新
鮮
で
、
参
加
者
は
興
奮
気
味
で
し
た
。

梶
川
與
惣
兵
衛
日
記
に
も
と
づ
く
松
之
廊
下
で
の
刃
傷

沙
汰
に
な
る
ま
で
の
現
場
の
様
子
、
一
級
資
料
を
引
用

し
な
が
ら
の
刃
傷
沙
汰
に
な
る
原
因
、
討
入
り
に
際
し
て

用
意
さ
れ
た
口
上
書
、
討
入
り
当
日
の
戦
闘
状
況
、
吉
良

上
野
介
が
炭
小
屋
で
見
つ
か
り
首
を
刎
ね
ら
れ
る
ま
で
の

生
々
し
い
状
況
、
泉
岳
寺
に
凱
旋
し
、
泉
岳
寺
に
夜
八
時

迄
留
め
置
か
れ
て
い
た
様
子
、
四
家
お
預
け
、
元
禄
十
六

年
二
月
四
日
に
四
十
六
名
が
切
腹
す
る
様
子
も
あ
り
あ
り

と
・
・
・
・
。

朝
起
き
て
か
ら
、
夜
寝
る
迄
赤
穂
義
士
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
る
中
島
理
事
長
の
人
柄
か
ら
溢
れ
出
る
講
演

に
、
参
加
者
一
同
、
惹
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
つ
つ
、「
間
違
え
が
あ
っ
た
ら
何
時
で
も
潔
く
頭

を
丸
め
ま
す
」
と
の
真
摯
な
姿
も
魅
力
で
し
た
。

近
松
勘
六
行
重
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
討
入
り
口
上
書

の
控
え
（
平
成
に
な
っ
て
理
事
長
が
甚
三
郎
の
子
孫
か
ら

コ
ピ
ー
を
も
ら
っ
た
）、
討
入
り
後
お
預
か
り
先
の
細
川

家
で
原
惣
右
衛
門
元
辰
が
書
い
た
大
石
内
蔵
助
の
親
類
書

等
、
巻
物
状
に
な
っ
た
一
級
資
料
を
目
の
前
に
で
き
た
こ

と
も
大
変
新
鮮
で
し
た
。

口
上
書
も
討
入
り
当
日
玄
関
先
に
か
か
げ
た
ば
か
り
で

な
く
、
義
士
達
が
懐
に
も
っ
て
い
た
こ
と
、
内
蔵
助
が
筆

ま
め
に
多
く
の
人
に
送
っ
た
長
い
手
紙
が
残
っ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
様
々
な
真
実
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

新
撰
組
で
も
井
伊
家
の
桜
田
騒
動
で
も
、
襲
っ
た
方
に

も
犠
牲
者
が
で
た
の
に
赤
穂
義
士
だ
け
は
一
人
の
犠
牲
者

も
で
な
か
っ
た
と
い
う
奇
跡
の
成
功
率
は
、
真
実
の
姿
を

知
る
こ
と
で
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

講演会ポスター

受付の様子

中島理事長講演中

富
士
市
で
の

「
真
実
の
忠
臣
蔵
」
講
演
報
告

　
　
　
　
　
静
岡
支
部
会
員
　
風
当
一
朗

第 66号 平成 26年 12月静 岡 支 部 講 演 会
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中
島
理
事
長
は
「
易
水
連
袂
録
」
と
い
う
史
料
に
特
に

注
目
さ
れ
、
こ
の
著
者
は
あ
る
旗
本
・
天
野
弥
五
右
衛
門

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
義
士
達
が
切

腹
し
た
一
ヶ
月
後
に
脱
稿
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
献
の
研

究
か
ら
、
あ
ら
た
な
真
実
が
発
見
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
が
た
か
ま
り
ま
す
。

朝
ま
で
生
テ
レ
ビ
で
の
井
沢
元
彦
氏
と
の
激
論
や
、
東

京
大
学
教
授
・
お
茶
の
水
大
学
な
ど
の
そ
う
そ
う
た
る
教

授
と
の
な
ま
な
ま
し
い
裏
話
は
、
聞
い
て
い
て
爽
快
感
を

感
じ
ま
し
た
。

質
問
タ
イ
ム
は
二
〇
分
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
次
々
と

質
問
が
出
、
そ
れ
に
中
島
理
事
長
が
具
体
的
な
回
答
を
さ

れ
る
こ
と
で
、
益
々
興
味
が
沸
き
、
続
編
が
楽
し
み
な
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
義
士
の
中
で
唯
一
人
延

享
四
年
十
月
六
日
八
十
三
才
ま
で
生
き
続
け
た
寺
坂
吉
右

衛
門
の
生
涯
と
か
。

富
士
市
で
の
講
演
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
熱

烈
な
愛
好
家
が
か
な
り
お
ら
れ
る
こ
と
が
解
り
、
こ
れ
か

ら
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

来
年
か
ら
月
に
一
度
、
富
士
市
に
足
を
運
び
、
少
し
で

も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
歴
史
の
真
実
を
解
い
て
行
か
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

主
催
は
一
般
社
団
法
人
文
化
福
祉
観
光
振
興
協
議
会
で

し
た
が
、
福
祉
の
増
進
と
観
光
振
興
を
柱
と
し
て
文
化
振

興
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
富
士
市
に
設
立
さ
れ
た
団
体

で
す
。
昨
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
富
士
山
の

地
元
で
の
発
展
が
楽
し
み
な
団
体
で
す
。

最
後
に
、
十
月
に
発
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
中
島
理
事
長

が
書
か
れ
た
「
新
大
石
内
蔵
助
の
生
涯
」
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
一
級
資
料
の
み
に
準
拠
し
て
真
実
の
姿
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
極
め
て
簡
潔
な
文
体
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
大

変
な
迫
力
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
現
在
一
番
進
ん
で
い

る
忠
臣
蔵
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
出
来
る
だ
け
多
く
の

人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大石内蔵助の親類書を説明

聴講の皆様

静岡支部長遠藤信夫氏挨拶

第 66号 平成 26年 12月静 岡 支 部 会 員 募 集 中
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創立１０６年記念

第１２回忠臣蔵博士試験問題

［受験資格について］

・ 受験料は無料ですが、受験資格は会員に限ります。

［解答票の配布について］

・ 第１２回忠臣蔵博士試験の解答票は、勉強会などで配布致します。別途必要な方は本部（

）までご連絡下さい。ＦＡＸでお送りいたします。または、メールで中央義士会のメール

（ ）までご連絡下さい。折り返しメールでお送りいたします。

［解答票の送付］

・ 解答票は本部まで（ ）ＦＡＸで送付下さい。

［解答に際しての注意事項］

・ 試験問題の解答を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。

・ 同じく、会員同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げたいのは、連絡しあってい

る方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。

・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題がたくさん出題されています。

・ 文章での解答については、解答者が理解しているかを判断基準にさせていただきます。

・ 文章での解答については、要領を得ない場合は失点とします。

・ 解答がないと思われる場合は「なし」とだけ記入して下さい。

・ 文章を求める答えで、別紙を添付しても構いません。

・ 最終提出日は、平成 年 月末日です。

平成 年 月

第１問
平成１７年、中央義士会は「赤穂義士の引揚げ」という冊子を発刊いたしましたが、その冊子に記

載の引揚げコースで、多少でも疑問の箇所があれば示して下さい。

第２問

下記の方で、吉原の花魁（おいらん）を身請けした方がおります。どなたでしょうか。

①浅野采女 ②浅野壱岐守 ③浅野長照 ④浅野綱長

第３問
京都府右京区の広沢池と細井広沢とは、何か関係があるのでしょうか。知っている限りのことを

述べて下さい。

第４問
討入り後、吉良邸を検分派遣された安部式部という御目付は、後にテレビドラマで有名なお役に

拝命されますが、そのお役とは何でしょうか。

第５問
元禄事件の関係者で、篆刻の分野で、日本の篆刻の中興の祖といわれている方がおります。ど

なたでしょうか。

第 66号 平成 26年 12月第 1 2 回 忠 臣 蔵 博 士 試 験 問 題
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第６問
細井広沢が柳沢家を去るに当たって、ある幕閣の人物がからんだことが原因とされていますが、

どなたでしょうか。

第７問
元禄事件関係者で、「蓬」（よもぎ）のようなかれんな生き方をしたのでしょうか、そのような戒名を

付けられた方がおります。どなたでしょうか。

第８問 庄田下総守の屋敷跡には、現在、どのような施設が建っているでしょうか。

第９問
浅野長政は晩年「長政」と呼ばれるようになりますが、秀吉全盛のころはなんと呼ばれていたので

しょうか。

第 問
浅野内匠頭が、庭前切腹した理由として近年、田村家の御子孫の方は、その理由を伝承されて

いると発表されました。なぜ庭前で切腹しなければならなかったのでしょうか。

第 問 現在、赤穂花岳寺の義士墓入り口に３ｍ程の句碑が建っております。どなたの句碑でしょうか。

第 問
現在、大覚寺というお寺に山号額が残っており、元禄事件関係者の筆跡という伝説ですが、どな

たの筆跡といわれているのでしょうか。

第 問
義士関係のお寺で、「鳴らずの鐘」といわれている鐘があるところがありますが、なんというお寺で

しょうか。

第 問
吉田忠左衛門の娘に「さん」という方がおりますが、もう一人「さん」という方がおります。どなたの

どのような方でしょうか。

第 問

劇場のパンフレットや観光協会のパンフレットなどを拝見しますと、元禄事件に関して基本的な間

違いが多く見られます。どうしてこのような単純な間違いの多いパンフレットに税金をかけて作る

のでしょうか。感想を述べて下さい。

第 問
両国橋の東詰、特に義士たちが休息した場所が石置き場であったことは多くの史料に確認できま

すが、その一つを挙げて下さい。

第 問
寺坂吉右衛門を陪臣とか、吉田忠左衛門が主人とか歴史の基本も解していない方が先生と呼ば

れて、平気で教鞭をとっておられるのはなぜでしょうか。

第 問
近年、テレビドラマなどで「信長のシェフ」とか「信長は女だった」とかの映像が目に余りますが、歴

史家としてのあなたは面白いと思いますか。

第 問 土芥寇讎記の内容が余り当てにならない所以を示して下さい。

第 66号 平成 26年 12月第 1 2 回 忠 臣 蔵 博 士 試 験 問 題
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第 問
堀内伝右衛門が義士の手紙を家族の元へ持ち歩いていましたとが、このことが幕府にわかったと

きのため、いつでも胸に持ち歩いていた書状を、松岡脩三氏は何と命名していたでしょうか。

第 問 「必死連名録」を書いたのはどなたでしょうか。

第 問 「衣食住身も軽くして心は高く思いて道を正せよ」はどなたの詠でしょうか。

第 問
「こころざし石にたとへん武士の名こそくちさぬ苔の下まで」の詠がありますが、この詠の石碑は

現在どこにあるのでしょうか。現存する所を答えて下さい。

第 問
義士研究家の松岡脩三氏は昭和９年に「自分は赤穂義士が無上に好きである」と述べています。

松岡氏を義士研究へと導いた方の名前を書いて下さい。

第 問

堀部安兵衛の自筆と思われる断簡に「悴安之助」とあり、実子がいるかのような表現ですが、この

件について意見を述べて下さい。特にいつの時期の子か、母親は誰か、などを中心に述べて下さ

い。

第 問
近年「元禄事件」を「テロ」と表現される方が少しずつですがおります。このことについて意見を述

べて下さい。「元禄事件」がテロなら、明治以前の仇討ちや合戦が全部テロになります。

第 問
「赤穂義士実纂」（斉藤茂先生）の本は一代の名著ですが、現在、発見が進んでいる段階で感ず

ることがあれば書いて下さい。

第 問
「吉良上野介」の「浅野内匠頭」に対するいじめはなかった、「織田信長」の［明智光秀」に対する

いじめはなかった、と主張する作家がおりますが、あなたのご意見をお聞かせ下さい。

第 問
饗応役が戸田能登守忠真に代えられましたが、戸田氏はどうして選ばれたのでしょうか。その要

因と思われることを書いて下さい。

第 問
討入りの成功を瑤泉院（落合宛）に知らせるための書状が、やや同文で１２月９日と１２月１９日付

で２通ありますが、なぜこの２通が存在するのでしょうか。

注意：・文章での解答が多いので、月一勉強会、水曜ゼミなどでなるべく解説をして参ります。勉強会の出席を

第一と考えて頑張って下さい。

・解答が的確でない場合、△印が付く場合がございます。△が２つで１点減点となります。

・問題そのものについてのご質問は幾つでも受付けますので、何度でも聞いて下さい。
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年月日 項　　　　　　　　　　　目 備考

忠臣蔵でお茶しませんか　①新発見の書状　②大石内蔵助の絵 港区芝浦港南区民センター第２集会室

第58回月一勉強会　①「赤穂鐘秀記」という資料について　②「武庸筆記」続き 港区生涯学習センター３０３学習室

第59回月一勉強会　①萱野三平重実について語る　②「武庸筆記」続き 港区生涯学習センター３０４学習室

浅野本家文京区弥生町屋敷跡確認文京区弥生２丁目１４番異人坂高台 中島理事長

文科省へ義士会議事録再送付文科省佐々木氏宛 中島理事長

赤穂市へ口上書印刷利用申請書送付 中島理事長より小野真一氏へ

中央義士会理事会理事１２名中,出席８名 港区生涯学習センター２０５学習室

第12回忠臣蔵愛好会谷中霊園、寛永寺根本中堂等散策 柿崎理事

古文書引き取りについて赤穂市と話し合いを始める 中島理事長

セブンカルチャーネットワーク（旅行社）渡辺晋司氏と打ち合わせ 中島理事長

書窓展（神田古書会館）参加 中島理事長

第60回月一勉強会　①三村次郎左衛門について　②「武庸筆記下巻」読み
③NPO会報4号配布、④記念カップ配布

港区生涯学習センター３０４学習室

赤穂市（小野真一）正式に古文書引取り話し合いの通知書送る（発送） 中島理事長

青春出版社「大石内蔵助の生涯」原稿発送 中島理事長

泉岳寺施餓鬼参詣 富岡副理事長

古文書受け入れ開始について、豆田市長より（文書） 中島理事長

第６１回月一勉強会　①横川勘平宗利について　②「武庸筆記下巻」読付け 港区生涯学習センター３０４学習室

第１回東京あこうのつどい於ホテルニューオオタニ 中島理事長他５名

テレビ朝日旧細川邸撮影 中島理事長

旧細川邸管理規定出来る 中島理事長

神田松之丞１２月１４日公演依頼 中島理事長

第62回月一勉強会　①義士中村勘助について　②「武庸筆記下巻」読付け 港区生涯学習センター３０４学習室

委員会（中央義士会評議員、「大石内蔵助の生涯」編集委員、NPO法人忠臣蔵
倶楽部　役員）

港区生涯学習センター

セブンカルチャー教室（吉良邸討入り前夜、外廻り） 中島理事長

第63回月一勉強会　①義士矢頭右衛門七について　②「武庸筆記下巻」読付け 港区生涯学習センター３０３学習室

泉岳寺書院落慶式 富岡副理事長

第13回忠臣蔵愛好会本所吉良邸跡周辺史蹟巡り 柿崎理事

「新大石内蔵助の生涯」刊行 中島康夫著

第64回月一勉強会　①義士貝賀弥左衛門について　②「武庸筆記」読附け 港区生涯学習センター２０５学習室

台東ケーブルテレビ・谷中観音寺で撮影 中島理事長出演

12.13～12.14 元禄市参加 両国

赤穂義士討入り満３１２年赤穂義士追憶の集い 泉岳寺

港区生涯学習センター３０４学習室Ｈ２６．１．１２ 第57回月一勉強会①新発見神埼与五郎資料公開②「武庸筆記」続き

担当　三輪三郎平成２６年中央義士会業務報告
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住
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義
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編 

集 

後 

記

（
一
）
元
禄
事
件
に
関
わ
る
研
究
者
は
、
向
後
、「
易

水
連
袂
禄
」
を
中
心
に
、
元
禄
事
件
の
再
構
築

を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
き
た
。
小
生
が
生
き

て
い
る
内
に
気
づ
い
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
と
も
、「
今
頃
気
づ
い
た
の
か
」
と
、
誰
か

い
う
方
が
い
る
な
ら
、
名
乗
り
出
て
ほ
し
い
。

共
に
研
鑽
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

（
二
）
こ
の
元
禄
十
六
年
三
月
の
「
易
水
連
袂
禄
」
を

裏
付
け
る
「
生
の
史
料
」
が
「
甚
三
郎
文
書
」

で
あ
る
。
幸
い
「
易
水
連
袂
禄
」
の
現
在
の
持

ち
主
も
見
つ
か
っ
た
。
昭
和
四
十
九
年
斉
藤
茂

先
生
発
表
の
「
易
水
」
は
、
四
十
年
後
の
平
成

二
十
六
年
に
、
ど
う
や
ら
扉
が
開
か
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

（
三
）「
大
石
内
蔵
助
ら
の
最
大
の
目
的
は
、
内
匠
頭

の
墓
前
に
吉
良
の
首
を
供
え
る
事
」
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る「
易
水
連
袂
禄
」

と
「
甚
三
郎
文
書
」
の
存
在
は
大
き
い
と
思
う
。

「
方
々
、
御
賛
同
下
さ
れ
ま
し
ょ
う
か
」

　
編
集
者
　
　
中
島
康
夫
（
企
画
・
編
集
・
検
証
）

　
　
　
　
　
　
荻
原
　
栄
（
編
集
）・
三
輪
三
郎
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　
冨
岡
　
克
（
校
正
）・
勝
田
芳
造
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　
㈱
正
大
印
刷
社
　（
印
刷
）

　
　
　
　
忌
　
報

　　

当
会
創
始
者
福
本
日
南
の
御
子
孫
、
福
本
精
一
氏

が
平
成
二
十
六
年
九
月
五
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
八
十
五
才
で
し
た
。

　

福
本
精
一
氏
は
昭
和
五
年
二
月
十
八
日
生
ま
れ
。

和
光
堂
に
三
十
七
年
間
勤
務
し
、
退
職
後
は
趣
味
の

絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
二
月
頃
か
ら
体
調

を
崩
し
て
入
退
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
五
日
に

帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
葬
儀
に
は
当
会
か
ら
、
理
事
長
代
理
と
し

て
冨
岡
克
副
理
事
長
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

福
本
精
一
様
の
ご
逝
去
を
お
悼
み
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
義
士
会
会
員
一
同

　
北
海
道
の
寒
空
に
夢
を
見
た
。

　
船
橋
在
住
の
あ
の
逆
転
作
家
さ
ん
。
シ
リ
ー
ズ
で

出
版
さ
れ
た
の
は
結
構
で
す
が
、
あ
れ
は
日
本
史
の

単
な
る
個
人
的
エ
ッ
セ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

れ
を
史
実
か
の
如
く
発
表
す
る
出
版
社
が
一
番
「
悪
」

な
の
で
す
。
社
会
悪
で
す
。

　
小
さ
い
時
か
ら
「
本
を
読
め
」
と
い
わ
れ
た
。
そ
の

本
を
作
る
出
版
社
の
一
部
に
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
ウ
ィ

ル
ス
を
持
っ
て
い
る
「
頭
の
薄
い
」
編
集
長
が
居
る
。

世
の
中
に
「
毒
」
を
撒
き
散
ら
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

ウ
ィ
ル
ス
を
取
り
除
く
病
院
も
な
い
の
が
今
の
日
本

な
ん
で
す
。
い
や
い
や
、
あ
の
社
長
と
白
髪
の
編
集

長
が
「
お
詫
び
の
記
者
会
見
」
を
し
た
、
あ
の
新
聞

社
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。「
元
禄
時
代
と
現
代
を

一
緒
に
す
る
」
逆
転
日
本
史
を
発
刊
し
た
出
版
社
の

話
で
す
。

　
ア
ホ
な
作
家
ほ
ど
「
土
芥
寇
讎
記
」
を
錦
の
御
旗

の
よ
う
に
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
レ
ポ
ー
タ
ー

の
忍
び
の
者
た
ち
が
、
幕
閣
の
お
世
辞
取
り
に
報
告
し

た
、
ま
や
か
し
の
報
告
書
な
ん
で
す
よ
。
も
っ
と
知

り
た
か
っ
た
ら
、
わ
し
ら
の
仲
間
に
な
り
な
さ
い
な
。

と
か
く
、
世
の
中
は
中
途
半
端
な
イ
ン
テ
リ
が
動
か

し
て
い
る
か
ら
お
か
し
く
な
る
ん
だ
ね
。

　
あ
っ
、
目
が
覚
め
た
。

　
北
海
道
の
元
気
な
吉
田
忠
左
衛
門
よ
り
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士
会
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蔵
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介
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